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リサイクル家電包装材「エプスレムＥＲＸ」、パッケージングコン

　　　　　　　　　　テスト３賞受賞並びに家電メーカーへの納入拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜要約＞
· シャープ㈱と共同出品した廃家電樹脂を再生活用した家電包装材「エプスレムＥＲＸ」が、日本パッケージングコンテストでクリーン・ジャパン・センター会長賞を受賞しました。

· 日本での受賞により出品資格を得て応募したアジアスター賞及びワールドスター賞も受賞しました。当社としては初の快挙です。

◆この技術のベースである使用済みＥＰＳを再生活用した「エプスレムＥＲＧ」も、三菱電機、ソニー等の液晶テレビ包装材として使用され、ユーザーが拡大しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜はじめに＞

　当社では、２００４年度からの中期経営計画「ＤＡＳＨ５０」を策定し、その基本事業方針の一つとして循環型社会形成に対応したリサイクル事業を推進する「環境対応事業の確立」を掲げています。

　当社では、以前から発泡スチロールのリサイクルに積極的に取り組んで来ましたが、２００４年に発泡スチロールのみならず、廃家電から出されるポリスチレン系リサイクル原料から発泡性ポリスチレンビ－ズを製造する技術を確立し、「エプスレムＥＲＸ」として実用化することに成功し、シャープ㈱の液晶テレビＡＱＵＯＳの包装材として納入して来ました。

　このたび、シャープ㈱と共同出品した廃家電樹脂を再生活用したリサイクル家電包装材｢エプスレムＥＲＸ｣が、パッケージングコンテストで３賞を受賞しました。また、使用済みＥＰＳを再生活用したリサイクル家電包装材｢エプスレムＥＲＧ｣の納入も拡大しています。

＜内容＞

1） 日本パッケージングコンテスト
社団法人日本包装技術協会の主催で、優れたパッケージとその技術を開発普及することを目的として毎年開催されている我が国の包装分野における最大のコンテストです。２００５年度は、応募３０７作品の中から上位１２作品がジャパンスター賞、９３作品がグッドパッケージング賞に選ばれました。
当社とシャープ㈱で共同出品した作品名「廃家電樹脂を再生活用した家電包装材」が、ジャパンスター賞の『クリーン・ジャパン・センター会長賞』を受賞しました。
この作品は、シャープの液晶テレビＡＱＵＯＳの包装材として使用されているもので、業界で初めて廃家電樹脂を発泡スチロールとして再生活用したエコマーク商品（認定登録名：エプスレムNFB-ERX）であり、家電製品の包装材として使用することにより、クローズドリサイクルシステムが構築できます。

2） アジアスター（AsiaStar）
アジア包装連盟（APF: Asian Packaging Federation）の主催で１９７２年以来毎年開催されるコンテストで、応募条件は国内コンテストに入賞していることです。アジアスターは包装に関して優れた業績が認められた作品に贈られます。入賞社は作品の宣伝にAsiaStarのロゴを使用する権利が与えられ、APFの各種雑誌やウェブサイトに紹介されます。２００５年度は、11月28日にバンコク（タイ）にて審査会が行われ、応募８２作品のうち、３７作品が入賞しました。

3） ワールドスター（WorldStar）
世界包装機構（WPO：World Packaging Organisation）の主催で開催されるコンテストです。
１９７０年の第1回コンテストに始まり、以後２～３年おきに開催され、１９８４年から毎年開催となりました。応募条件は国内コンテストに入賞していること。ワールドスターは国際的なコンテストとして世界に認められており、ワールドスター入賞作品は進化する包装技術、かつ国際的に優れた包装のモデルとして紹介されます。２００５年度は、２９カ国から２９４のエントリーがあり、10月13日にプラハ（チェコ）にて開催された審査会では、そのうちの１４６作品が入賞しました。表彰式は、２００６年４月１９日に北京（中国）で行われます。

＜事業化＞

　　廃家電樹脂を再生利用した家電包装材「エプスレムＥＲＸ」は２００４年にシャープ㈱の液晶テレビの包装材として採用されました。また使用済みＥＰＳを再生活用したリサイクル家電包装材｢エプスレムＥＲＧ｣は２００５年５月から三菱電機の液晶テレビの包装材として、また、同年８月からソニーの液晶テレビの包装材として採用され、リサイクルビーズのユーザーが拡大しています。

　この３賞受賞により更なるリサイクルビーズのユーザーを拡大していきたいと考えています。

· 今後の採用予定

大手家電・ＯＡ機器メーカー等の包装材として使用している、ダンボール・パルプモールド

　ＥＰＳから順次切替え提案をしていきたいと考えています。また包装材だけに拘らず、構造部材等

　で使用されていますＥＰＰ・ＥＰＳからの切り替えにも積極的に取組んでいきます。

＜事業化の狙い＞

　　　■当社　　　　　①環境事業として業績に貢献できます。

　　　　　　　　　　　②競合品との差別化が図れ、今後の水平展開が容易になります。

　　　　　　　　　　　　・ＥＲＸ包装材１個当たりのCO2発生量は、段ボールの約１/３。

　　　　　　　　　　　　・ＥＲＸビーズのCO2発生量は、ＥＰＳ普通品の約１/３。

　　　　　　　　　　　③発泡スチロールに対する環境イメージアップが図れます。

　　　■家電メ－カ－　①廃家電製品のリサイクル品である再生発泡スチロールを、自社製品の包

　　　　　　　　　　　　装材に使用することによって、クローズドリサイクルシステムが構築で

き、環境に大いに貢献できます。

＜市場規模＞

　　　家電製品の包装材…３００億円

＜今後の展開＞

　　　①他社メーカー（家電、ＩＴ）への更なる販促

　　　②包装材以外の家電構造部材へも用途展開

　　　③海外（中国、東南アジア等）での廃家電製品の再利用ができ、かつ再生発泡スチロールを

　　　　包装材、家電構造部材等として広範囲での供給

　　　を考えています。

＜販売計画＞

　　　　２００５年度　５億円　　２００６年度　１０億円　　２００７年度　２０億円

＜問い合わせ先＞
　　　　　　　総務部　広報担当　　　　　河村　健作　　　TEL:06-6365-3013　 

以　　上
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